








































































A．学ぶことの楽しさ，分かることの楽しさを知ること 84．0 12．7 3．4
B．自分の得意な分野を発見し，その学習を深めること 80．0 17．3 2．7
C．自分の将来の生き方をゆっくりと考える時間をもつこと 77．3 20．7 2．0
D．学校の勉強と直接関係のない本でも幅広く読むこと 70．0 28．0 2．0
E．それぞれの教科の知識を身に付けること 68．5 29．5 2．0
F。時事問題について自分なりの意見をもつこと 57．4 34．7 8．0
G．世の中の職業の種類やその内容について知ること 52．7 39．3 8．0
H：．政治に関心を持つこと 40．0 48．0 ！2．0
王，将来社会で働く時に直接役立つ知識や技術を学ぶこと 28．0 48．0 24．0
J，懸命に勉強してよりレベルの高い大学を目指すこと 24．2 49．7 26．1





















































































































A。友達と協力して学校の行事に取り組むこと 79．9 16．8 3．4
B．さまざまな問題について友達と議論する機会があること 74．0 2L3 4．7
C。生徒会活動やホームルーム活動に取り組むこと 62．0 35．3 2．7
D、勉強の目的や意味について話し合う機会があること 55．0 34．2 10．8
















































A．人の意見に振り回されずに自分の頭で考えられること 84．7 15．3 0．0
B．誰に対しても自分の意見を警えること 61．3 34．7 4．0
C．学校が決めた規則は納得できない部分があっても守ること 31：3 48．7 20．0
D．教師の指示に素直に従うこと 22．0 50．0 28．0










































A．規則がゆるやかで生徒の自主性に任されていること 28．7 42．7 28．7
B．生活の中でなるべく多くの自由な時間を与えられること 22．6 42．0 35．4
C．他校の生徒と学校外で交流すること 16．2 40．3 43．6
D．服装や髪型に関心をもつこと 6．7 25．5 67．8
①学校の予習復習や宿題などの勉強からも，あるいは親その他の大人が指示した何らかの課題
からも解放された「自由な時間」というものに対して，「それほど大切でない」と考える教師
が35．4％もいる。逆に「とても大切」と考える教師は22．6％しかいない。「ある程度大切」と
考える教師も42．0％となっているので，普通科高校の教師が高校生に自由な時間を与えること
をあながち軽視しているというわけではないが，ここまで見てきた他の学習経験に対する高い
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評価と比較したとき，「自由な時間を与えること」に対する評価の低さはやはり注目に値する。
　また，「規則が緩やかで生徒の自主性に任されている」ことに関しては「とても大切」と考
える教師も同じく少なく，わずかに28．7％である。授業中や放課における行動の仕方，あるい
は服装・髪型・所持品などに関して高校にはさまざまな規制が「校則」として存在しているが，
それらの規則をなるべく少なくし規制を緩やかにすることに対して，普通科高校の教師はそれ
ほど重要なことだとは判断していないと言ってよい。
　先に「思考の自律性」を育成することを普通科高校の教師が重視しているという分析結果を
示した。自律した思考力判断力を育み鍛えるには，高校生たちに自らの頭を使って思考し判断
するだけの時間的な余裕を与える必要がある。その生活時勢が教師や親によって指定された活
動だけで埋め尽くされていては，「思考の自律性」は育たないからである。同様に，学校が定
める規則は緩やかにして，学校生活におけるさまざまな場面での行動の判断に関しては生徒の
自由な裁量の余地をなるべく残しておくことも，生徒の思考の自律性を高めるために必要なこ
とだと思われる。
　そう考えると，「生活の中でなるべく多くの自由な時間を与えられる」「規則が緩やかで生徒
の自主性に任されている」ということに対する評価の低さは，先の「思考の自律性の重視」と
いう分析結果とは逆に，普通高校の教師が生徒の思考判断の自律性を必ずしも重視していない
ことを示している。
　一見矛盾するこの結果は，次のように考えることによって整合的に解釈することができるの
ではないか。
　普通科高校の教師にとって「自分の頭で考える」とは教師や親など「上位の者」からの「指
示」がなくても，自らの意思で行為を選択することである。「言われたからやる」のではなく「言
われなくてもやる」のが「自律的」「自主的」の意味するところである。そのような「自律性」
「自主性」にとっては，「自由な時剛や「緩やかな規則」は必ずしも必要ではない。だからこ
そ，アンケートに対して「自由な時間」「緩やかな規則」といった既存の秩序から距離を置く
ことに通じる事項を軽視していながら，同時に「自分の頭で考える」ことを「大切」と答える
ことができるのだ。
　ここには「思考判断の自律性」が含意している「既存の秩序への批判的眼差し」という視点
が欠けていると言わざるをえない。
②学校秩序の枠からはみ出した具体的な行動の例として「他校の生徒と学校外で交流する」「服
装や髪型に関心を持つ」について尋ねた。大多数の高校生は実際に「他校の生徒と学校外で交
流」しているし，「服装や髪型に関心を寄せている」。だが，その生徒を教えている高校の教師
たちは，そもそもこれらの事柄について望ましいことだと考えているのか，それともできるこ
となら無い方がいいが実際上の問題としてなくすわけにはいかないと考えているのだろうか。
　表4を見れば明らかなように，「他校の生徒と学校外で交流する」ことについては43．6％の
教師が，そして「服装や髪型に関心を持つ」ことについては67．8％の教師が「それほど大切で
ない」と答えている。逆に「とても大切」との回答は前者については16．2％，後者については
6。7％と，極めて少ない。
　高校生が一人の人間として成長していくためには，なるべく多様な人間と関わることが大切
である。自分が在籍している学校内の人間関係だけにとどまらず他校の生徒と関わること。あ
るいは小学生や中学生，さらには大学生と関わること。そしてさらに学校の外部で多様な社会
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的存在として生活している人々と関わること。いずれもが高校生が大人になっていくために不
可欠の学習経験と考えられる。
　また，高校生の年代で服装や髪型に関心を持つことは人問の成長過程の一段階として極めて
自然なことである。服装や髪型に関心が向かなかったとしたら，それはむしろ大人への正常な
成長が妨げられているとさえ考えてもいいのではないか。そうだとすれば，普通科高校生が「服
装や髪型に関心を持つこと」は，「一人の人間としての成長」という視点からは本来「極めて
大切」なことだ。
　他校の生徒との学校外での交流が，現実の問題として「喧嘩」や「もめごと」あるいは「集
団的非行」を生じさせる恐れがあることは確かである。だから教師がその不安を感じているで
あろうことは了解できる。また，「服装や髪型への関心」は，高校が生徒に期待する最大のも
のである「勉学」との関わりからみれば，それは勉学行為から最も遠いところにある行為であ
る。また服装髪型への関心が強まることは，相対的に勉学への関心を弱め，実際に勉学行動を
妨げることは十分予測される。したがって，〈希望〉やく理想〉としてはともかく，〈現実〉
の問題としては，これらのことを生徒に勧められないことは理解できる。
　しかし，調査ではそのような活動経験が「大切かどうか」を尋ねている。それらのことが実
行された時に現実に付随する諸問題は別として，「高校生が一人の人間として成長していくた
めの学習経験として大切かどうか」という質問をしている。回答者もその視点から回答してい
るはずである。したがって「現実の問題としてはそれらのことは重視できない」と判断したと
しても，「本来のあり方からすれば大切である」と教師が考えているならば「大切」との回答
率がある程度高くなると考えられる。この推測が正しいとすれば，調査結果に示された数値は
普通科高校の教師が「他校の生徒との交流はそもそも大切なものではない」「服装髪型への関
心はそもそも大切なことではない」と考えているということを示している。
　以上をまとめると，結局，普通科高校の教師は「生徒が自分たちの統制圏内から離脱するこ
と」および「勉強を申心とした，学校が承認した活動以外の活動への興味関心を育てること」
に価値を置いてはいない，ということになる。
3．最後に
　本稿では，高校生が社会に出てから一人の人間として生きていくうえで必要なさまざまな学
習経験について普通科高校の教師がどのように考えているかを検討してきた。彼らは「教科の
学習」だけが大切であると考えているわけではなく，他のさまざまな学習経験を重視している
ことが明らかになった。
　しかし調査結果をきめ細かく吟味すると，次のような解決するべき問題があることも分かっ
た。すなわち，①「生産や労働や生活に関わる学習経験が軽視されている。②現実の政治への
関心が軽視されている。③地域住民や他校の生徒など学校の外部の人々との関わりが軽視され
ている。④既存の秩序から距離を置きそれを相対化する振る舞いが軽視されている。
　高校卒業後一人の社会人として生きていくために必要な力を育むための学習経験：が普通科高
校の申で今後さらに深化発展するためには，こうした問題点の克服が課題であると思われる。
　これらはもちろん直接的には教師自身の学習観や教育観あるいは人間観や社会観の問題であ
るが，同時に，教師をとり囲む社会全体の学習観や教育観あるいは人間観や社会観の問題でも
ある。私たちがそれほど自覚することもなく「常識」として身につけてきた学習観や教育観あ
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るいは人聞観や社会観の省察と見直しを抜きにしてこの問題の解決は期待できない，と筆者に
は思える。
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